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2023年11月期 
決算説明資料

2024年1月12日

東証プライム市場 3201

ニッケ（日本毛織株式会社）



2023年11月期 ハイライト
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  売上高  1,134.9億円 （前期比  4.1％増↑）

    営業利益 110.1億円 （前期比  2.9％増↑）

  経常利益  116.3億円 （前期比  0.7％減↓）

      親会社株主に帰属する

  当期純利益  76.4億円 （前期比     4.9％増↑）

ROE  7.0％ （前期比  0.0％）

2023年11月期は、前期比で増収、営業利益は昨年に引き続き過
去最高値を更新

過去最高



売上構成 事業領域
セグメント内
売上構成

主な取り扱い商品・サービス

  衣料繊維
   事業

◼ ユニフォーム

◼ テキスタイル

◼ ヤーン

◼ その他

79％

15%

5%

1%

学校制服用素材／一般企業制服用素材／官公庁制服用素材

一般衣料用素材

売糸

その他

産業機材
      事業

◼ 自動車関連

◼ 環境関連

◼ その他産業関連

◼ 生活関連

41％

9%

34%

16%

FA/緩衝材/エアバッグ･シートベルト用縫製糸/モーター結束紐

フィルター/エネルギー関連設備

OA・家電向け資材/半導体関連部品

ラケットスポーツ関連/フィッシング関連/楽器用資材

人とみらい
      開発事業

◼ 商業施設運営

◼ 不動産開発

◼ ライフサポート

◼ 通信・新規サービス

14％

32%

24%

30%

商業施設運営

不動産賃貸／ソーラー売電事業／ 建設事業

保育・学童保育／ 介護／ スポーツ関連

通信関連／キッズランド／フランチャイズ事業

生活流通
     事業

◼ 寝装品・業務用品

◼ 生活雑貨

◼ ホビー・クラフト

◼ その他

18％

57%

15%

10%

寝装品／航空機内膝掛毛布／災害備蓄用毛布

生活家電・雑貨／100円ショップ向け雑貨／家具／フィルム

スタンプ用インク・スタンプ／乗馬用品／手編毛糸

コンテナ販売／保険代理店

ニッケグループの事業領域とサービス

29%

22%

30%

19%

※売上構成・セグメント内売上構成は2023年11月期 実績ベース
※売上構成は全社売上高からその他・調整部門売上高3,755百万円を除いた売上高をベースに算出
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ニッケグループ会社数の推移
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61社

※各年11月末時点でのニッケグループ会社数
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１.2023年11月期 実績



連結業績概要

円安による仕入れコスト上昇やエネルギー費高騰の影響を受けるも、衣料繊維の製
造合理化（収益性向上）や人とみらい開発事業の貢献により、利益は業績予想を達成
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実績 前期比増減
2023.7.13

業績予想進捗

2021/11月期 2022/11月期 2023/11月期 金額 比率 比率

売上高 106,619 109,048 113,497 4,448 4.1% 93.8％

営業利益 9,900 10,707 11,016 308 2.9% 100.1％

営業利益率 9.3% 9.8% 9.7％ -0.1% - -

経常利益 9,784 11,715 11,634 -81 -0.7％ 102.1％

特別損益 1,213 -603 -261 342 - -

親会社株主に帰属する
当期純利益 8,308 7,283 7,643 360 4.9％ 104.7％

ROE 8.4％ 7.0％ 7.0％ 0.0％ - -

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

（単位：百万円）



実績 前期比増減
（参考）

RN130第2次中計

2022/11月期 2023/11月期 金額 比率 2023/11月期

衣料繊維事業
売上高
営業利益
営業利益率

29,735
3,234

10.9%

31,359
3,323

10.6%

1,624
89

-0.3%

5.5%
2.8%

-

36,700
3,650
9.9%

産業機材事業
売上高
営業利益
営業利益率

23,853
1,952
8.2%

24,713
1,586
6.4%

860
-366

-1.8%

3.6%
-18.7%

-

27,200
2,150
7.9%

人とみらい
開発事業

売上高
営業利益
営業利益率

34,938
6,151

17.6%

32,870
7,086

21.6%

-2,068
935

4.0%

-5.9%
15.2%

-

37,400
6,650

17.8%

生活流通事業
売上高
営業利益
営業利益率

16,802
953

5.7%

20,799
555

2.7%

3,997
-398

-3.0%

23.8%
-41.8%

-

20,700
1,550
7.5%

その他
調整

売上高
営業利益

3,720
-1,584

3,755
-1,536

35
48

0.9％
-

5,000
-2,500

合計
売上高
営業利益
営業利益率

109,048
10,707

9.8%

113,497
11,016

9.7%

4,448
308

-0.1%

4.1%
2.9%

-

127,000
11,500

9.1%

セグメント別業績

（単位：百万円）
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2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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衣料繊維事業

売上高

営業利益

単位：百万円

＜業績概要＞
 

✓  学校制服用素材販売は、前年を上回る。
✓  官公庁制服用素材販売は、前期並み。
✓  一般企業制服用素材販売は、交通関係が増加。 
✓  一般衣料用素材は、市況の回復等により好調。
✓  売糸はニット関連の販売が大幅に増加し好調。
✓  円安による羊毛原料コスト上昇やエネルギー費高騰 

がユニフォーム事業の収益を圧迫。

 売上高 31,359百万円 前期比 ＋5.5％

営業利益   3,323百万円  前期比 ＋2.8％

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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売上高

営業利益

単位：百万円

＜業績概要＞
✓車両向け不織布・縫製糸、結束紐等は前期並み。
✓ 車載電装品製造ラインのFA設備の販売は、半導体

等の部材入手遅延の影響があったものの、顧客から
の受注が回復し堅調。

✓ 環境・エネルギー関連資材は、前期並み。
✓ ラケットスポーツ関連は、市況回復等で堅調。
✓ 原材料やエネルギー費高騰が全体の収益を圧迫。

 売上高 24,713百万円 前期比 +3.6％

営業利益  1,586百万円  前期比 ▲18.7％

産業機材事業

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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売上高

営業利益

単位：百万円

＜業績概要＞
✓  商業施設運営は、コルトンプラザのリニューアル効果

等で堅調。
✓  不動産事業では、非効率な保有資産を販売用不動

産として売却。
✓  建設関連は、資材調達遅れによる工期延期で低調。
✓  保育、介護関連は、前期並み。
✓  キッズランド事業は、利用者数が増加し好調。
✓  通信、レンタルビデオ関連事業は、一部店舗の閉鎖・ 

縮小等により低調。

 売上高 32,870百万円 前期比   ▲5.9％

営業利益   7,086百万円  前期比 +15.2％

人とみらい開発事業

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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売上高

営業利益

単位：百万円

＜業績概要＞
✓ EC向け寝装品販売は、低調。
✓  スタンプ販売は、年賀商材の減少等で低調、スタンプ

用インクの販売も低調。
✓  EC向け家具類販売は、当期より㈱インテリアオフィス

ワンが加わり増収。
✓  生活家電販売は、当期よりサンコー㈱がグループに加

わり増収。
✓ 仕入価格高騰やEC関連の広告宣伝費・物流費の

上昇が全体の収益を圧迫。

 売上高 20,799百万円 前期比 +23.8％

営業利益  555百万円  前期比 ▲41.8％

生活流通事業

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



セグメント別 売上高 四半期推移
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単位：百万円

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



※その他・調整額は除く 14

セグメント別 営業利益 四半期推移

単位：百万円

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



連結貸借対照表 2022/11 2023/11 増減

 流動資産 88,904 92,823 3,918

 固定資産 74,479 73,306 -1,172

資産合計 163,384 166,129 2,745

 流動負債 38,239 34,258 -3,981

 固定負債 17,409 17,735 325

負債合計 55,649 51,993 -3,655

 株主資本 101,423 104,198 2,774

 その他包括利益累計額 5,206 8,950 3,743

 非支配株主持分 1,103 987 -116

純資産合計 107,734 114,135 6,401
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連結貸借対照表／CF サマリー
（単位：百万円）

連結C/F 2022累計 2023累計 増減

営業キャッシュフロー 9,449 8,995 -454

投資キャッシュフロー -6,878 990 7,869

財務キャッシュフロー -9,498 -9,767 -238

現金及び現金同等物の期末残高 34,363 35,292 929

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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設備投資／減価償却費推移
（単位：百万円）

主な設備投資 計画 実績

収益不動産の取得 約 30.0億円 －

衣料繊維製造合理化･DX投資等 約 25.0億円 約 12.3億円

ショッピングセンター関連工事 約 6.7億円 約 4.1億円

研究開発実験棟新設等 約 3.1億円 約 2.3億円

介護施設増設 約 2.8億円 約 2.8億円

主な設備投資 計画 実績

収益不動産の取得 約 15.0億円 －

衣料繊維製造合理化･DX投資等 約 16.8億円 －

ショッピングセンター関連工事 約 7.5億円 －

一宮事業所（遊休エリア）再開発 約 2.7億円

神戸本店大規模改修 約 2.3億円 －

2023年度

2024年度

・2023年設備投資実績は、半導体部品の納入遅れによる工事遅延や収益不動産の取得見送り等により計画未達

・2024年設備投資計画は、収益不動産の取得や衣料繊維製造合理化･DX投資、一宮事業所（遊休エリア）の再開発等を予定

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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２.2024年11月期 業績予想



事業環境認識

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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実績 予想 前期比増減

2022/11月期 2023/11月期 2024/11月期 金額 比率

売上高 109,048 113,497 111,000 -2,497 -2.2％

営業利益 10,707 11,016 11,000 -16 -0.1％

営業利益率 9.8% 9.7％ 9.9％ 0.2％ -

経常利益 11,715 11,634 11,600 -34 -0.3％

親会社株親会社株主に
帰属する当期純利益 7,283 7,643 7,700 57 0.7％

人とみらい開発事業の通信･新規サービス事業の縮小等により減収も、産業機
材・生活流通事業の回復により利益は前期並みを見込む

2024年11月期 業績予想

（単位：百万円）
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2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



実績 予想 前期比増減

2022/11月期 2023/11月期 2024/11月期 金額 比率

衣料繊維
売上高
営業利益
営業利益率

29,735
3,234

10.9%

31,359
3,323

10.6%

32,500
3,450

10.6%

1,141
127

-0.0％

3.6%
3.8%

-

産業機材
売上高
営業利益
営業利益率

23,853
1,952
8.2%

24,713
1,586
6.4%

26,000
1,850
7.1%

1,287
264

0.7％

5.2%
16.6%

-

人とみらい
開発

売上高
営業利益
営業利益率

34,938
6,151

17.6%

32,870
7,086

21.6%

26,000
6,200

23.8%

-6,870
-886
2.2％

-20.9%
-12.5%

-

生活流通
売上高
営業利益
営業利益率

16,802
953

5.7%

20,799
555

2.7%

24,500
1,350
5.5%

3,701
795

2.8％

17.8%
143.2%

-

その他
調整

売上高
営業利益

3,720
-1,584

3,755
-1,536

2,000
-1,850

-1,755
-314

-46.7％
-

合計
売上高
営業利益
営業利益率

109,048
10,707

9.8%

113,497
11,016

9.7%

111,000
11,000

9.9%

-2,497
-16

0.2％

-2.2%
-0.1%

-

2024年11月期 セグメント別業績予想

（単位：百万円）
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2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



2024年11月期 業績予想増減要因 （前期比）
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予想
2024年/11月期

主な増減要因

衣料繊維
✓ ユニフォーム：スクール向けの価格改定等による収益性の強化
✓ テキスタイル：欧米、アジアでのテキスタイル生地販売の強化

産業機材
✓ 不織布･フェルト：アンビックとフジコーの経営統合効果（海外事業拡大等）

✓ FA：新規顧客の拡充、収益性の回復

人とみらい
開発

✓ 通信･新規サービス：収益性とリスクを考慮し事業を縮小
✓ 不動産開発：販売用不動産を前期に売却

生活流通 ✓ EC：サンコー、インテリアオフィスワン通期連結の寄与

その他
調整

✓ その他調整：調整・予備費等を見込む

売上高 ＋1,141百万円

営業利益 ＋127百万円

売上高 ＋1,287百万円

営業利益 ＋264百万円

売上高 ▲6,870百万円

営業利益 ▲886百万円

売上高 ＋3,701百万円

営業利益 ＋795百万円

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

売上高 ▲1,755百万円

営業利益 ▲314百万円



３.RN130第3次中計（概要）
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RN130第2次中計 振り返り
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2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

売上高  1,049億円          1,270億円      1,135億円  ＋108.2%成長性

2023中計2020実績 対2020実績比

営業利益   90億円              115億円         110億円   +121.8%

営業利益率 8.6%  9.1%   9.7%     +1.1%

親会社株主に帰属 71億円  78億円           76億円         +107.3%
する当期純利益

収益性

ＲＯＥ    7.7％               7.0％以上             7.0％               ▲0.7％資本効率性

2023実績

※1

※1 RN130第2次中計：2021年～2023年

✓ 急激な事業環境変化の影響等もありRN130第2次中計最終年度の売上･利益計画は未達。

✓ 基本戦略として掲げた海外ビジネスの拡大は、コロナ禍の影響等もあり進捗に遅れが見られるも、M&Aや事業再
編等により効率化を進めたことで、収益性は向上。

✓ RN130ビジョンの実現に向けて、営業利益100億円以上を持続的に維持できる経営体制を構築。



RN130第3次中計の位置付け

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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基本戦略 「３つの投資」

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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実績 ＲＮ130第３次中計（2024~2026）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

衣料繊維
売上高
営業利益
営業利益率

31,359
3,323

10.6%

32,500
3,450

10.6%

35,500
3,700

10.4%

39,500
4,300

10.9%

産業機材
売上高
営業利益
営業利益率

24,713
1,586
6.4%

26,000
1,850
7.1%

29,000
2,100
7.2%

31,000
2,550
8.2%

人とみらい
開発

売上高
営業利益
営業利益率

32,870
7,086

21.6%

26,000
6,200

23.8%

26,500
6,250

23.6%

30,000
7,200

24.0%

生活流通
売上高
営業利益
営業利益率

20,799
555

2.7%

24,500
1,350
5.5%

26,000
1,750
6.7%

31,500
2,000
6.3%

その他
調整

売上高
営業利益

3,755
-1,536

2,000
-1,850

3,000
-1,800

-2,000
-3,050

合計
売上高
営業利益
営業利益率

113,497
11,016

9.7%

111,000
11,000

9.9%

120,000
12,000
10.0%

130,000
13,000
10.0%

セグメント別数値計画

（単位：百万円）

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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ニッケグループの今後の成長ドライバー

① 海外ビジネスの拡大

② フェルト･不織布事業の強化

③ 不動産開発事業の推進

④ EC事業の強化

⑤ 戦略的M&A

27

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



✓ テキスタイルは海外（欧米･アジア）での生地販売を拡大
✓ 産業資材関連はアンビックとフジコーの経営統合により海外競争力の強化を図る※１

成長ドライバー ①海外ビジネスの拡大

テキスタイル生地

28

注力分野
（テキスタイル・産業資材等)

重点施策

•高品質を武器に、テキスタイル（主に生地）の海
外販売拡大を目指す。

•グローバルなバリューチェーンを構築し、欧米、アジ
アを主な販売ターゲット（エリア）とする。

•インドネシア（2025年3月本格稼働予定）で
製造設備を増強し、東南アジア等でOA用資材等
の販売拡大を目指す。

•中国新工場の量産体制確立により、環境用フィル 
ターの販売拡大を目指す。

•エミーとフジコー（現F&A Nonwovens Corporation）
の海外拠点を活用し、自動車用内装資材（ヒメ
ロン）の販売拡大を目指す。

OA用資材 環境用フィルター

自動車用内装資材

※１ 2023.12.1付でアンビック㈱と㈱フジコーが経営統合しF&A Nonwovens Corporation（㈱エフアンドエイノンウーブンズ）に商号を変更

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



アンビックとフジコーの取り組み

2020年 5月 ニッケ・アンビックとフジコーの間で資本業務提携契約を締結（30.7％の株式取得）

2021年 1月 フジコー館林工場を閉鎖し、生産をアンビックへ移管

2021年 9月 ニッケがフジコーを完全子会社化
 

2021年12月 通期でフジコーの連結を開始
 

2023年12月 アンビックとフジコーが経営統合

成長ドライバー ➁不織布・フェルト事業の強化

✓ 2023年12月にアンビックとフジコーが経営統合 ⇒ F&A Nonwovens Corporation （通称FANS）

✓ 不織布･フェルト事業を集約し、収益力の向上と競争力の更なる強化を図る

売上高 約 58億円 ※1

従業員数 295名

売上高 約 56億円 ※1

従業員数 325名

経営統合の目的

① 経営資源を集中し効率的に配分する。

② 販売・製造・研究開発･海外拠点の最適化を
図りバリューチェーンを再構築する。

③ 一元管理により、経営基盤の強化を図る。 等

主な不織布･フェルト商材

※１ 売上高、従業員数とも2023年11月期のアンビックグループ、フジコーグループとしての数値

F&A Nonwovens Corporation
 （株式会社エフアンドエイノンウーブンズ）

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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成長ドライバー ➂不動産開発事業の推進

30

✓ アンビックとの経営統合による生産移管に伴い旧フジコー伊丹工場の再開発プラン検討に着手
✓ 不動産賃貸は再開発等により2030年に営業利益50億円達成を目指す（現状約35億円）

再開発案件 所在地
収益
貢献

工事進捗スケジュール（予定）

2024 2025 2026

ニッケ東京ビル 東京都中央区 大

ニッケ神戸本店ビル 兵庫県神戸市 小

ニッケ一宮事業所遊休エリア 愛知県一宮市 中

ニッケコルトンプラザ南側 千葉県市川市 大

旧フジコー伊丹工場 兵庫県伊丹市 大

工期

工期

開発プラン検討

工期

不動産賃貸収入
ソーラー売電収入 等

既存
事業

不動産
再開発

ニッケ東京ビル
ニッケ神戸本店ビル
ニッケ一宮事業所遊休エリア

ニッケコルトンプラザ南側
旧フジコー伊丹工場 等

安定収益

不動産の再開発で収益性
をさらに強化

目標

50億円
利益

ニッケ神戸本店ビル（現）ニッケ東京ビル（新）

ニッケコルトンプラザ

開発プラン検討

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

旧フジコー伊丹工場

開発検討着手



成長ドライバー ➃EC事業の強化

31

✓ ㈱サンコー、㈱インテリアオフィスワンが加わりEC事業の企画開発・販売機能が拡充
✓ ミヤコ商事のEC販売機能の一部をインテリアオフィスワンに集約

企画

開発

製造

商品

物流販促

販売
ＳＰＡ
製造小売
バリューチェーン

➀企画開発・販売力の更なる強化

EC販売を主体とするミヤコ商事、AQUA、サンコー、
インテリアオフィスワン4社の人財・システム・ノウハウの共
有化を進め、企画開発･販売力をさらに強化する。

➁商品ラインナップの拡充

➂物流機能の合理化

ニッケグループが保有する様々な商品･サービスのEC販
売化（EC販売比率UP）を推し進める。

物流業務の効率化によりコストを削減する。

EC事業の強化 

SPA（製造小売）のバリューチェーン最適化を図る

主なEC関連商材

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



成長ドライバー ⑤戦略的M&A

32

✓ M&Aによる業績への寄与は2023年営業利益ベースで全体の約31％を占める
✓ 第3次中計の事業戦略に沿ったM&A案件を随時複数件検討中

 構成比

31％

M&Aで加わった会社 既存事業

Ｍ＆Ａ戦略 これまでの主な実績

➀事業領域の拡大と合理化

・商品、サービスのラインナップやバリューチェーンを拡充する

・事業の統合等により経営を合理化する

➁人財･資産の有効活用
・優秀な人財や不動産等を確保し有効に活用する

2023年6月（EC企画･開発･販売）

2019年4月（医療機器等の製造・販売）

（元）ミヤコ商事代表取締役社長

（現）執行役員
 生活流通事業部長 藤井裕士

2016年3月
  （EC卸売業）

2021年5月（不織布製造･販売）

2023年12月 アンビックと経営統合

（単位:億円）
M&Aの業績への寄与 ※１

※１ 1995年以降M&Aでニッケグループに加わった会社を対象

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



キャッシュ･アロケーション

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けて

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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35

４.株主還元



36

✓ 成長投資と安定的な株主還元のバランスを志向する。

✓ 成長投資については、研究開発投資、Ｍ＆Ａ投資、設備投資、人財投資
など、中長期的な企業価値の向上の観点から積極的に実行する。

資本政策・株主還元

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

考え方

株主還元
方針

✓ 安定的な配当政策を目標とする。

✓ 配当性向については、現行の30％目安から順次切り上げ、第3次中計最
終年度での35％を目指す。

✓ 投資の進捗も鑑みて機動的な自己株式取得を行い、総合的な株主還元
を充実させる。



37

１株あたり配当

2023年11月期は3円増配し1株あたり年間 33円の配当を予定
2024年11月期はさらに3円増配し1株あたり年間 36円の配当を予想

33円

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

36円
当期で5期連続増配

予想

30円



配当指標

38

183.7万株の自己株式取得実施

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

予想

予想
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５.トピックス



アンビック㈱と㈱フジコーの経営統合

40

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス

当社連結子会社のアンビック株式会社（以下、アンビック

という）と株式会社フジコーは（以下、フジコーという）、 

2023年12月1日をもって経営統合し、アンビックは商号を

株式会社エフアンドエイノンウーブンズに変更いたしました。ア

ンビック、フジコーは、両社ともに環境、自動車、OA など幅

広い分野に製品を供給する不織布・フェルトの総合メーカー

です。昨今経営環境が激しく変化する中、本経営統合によ

り両社の経営資源を集中し効率的に活用することで収益力

を高めるとともに、国内ならびに海外での競争力を更に強化

し成長していきます。

会社名：株式会社エフアンドエイノンウーブンズ
所在地：大阪市中央区瓦町３丁目３－10
代表者：代表取締役 近藤 浩行
資本金：1億円

「株式会社エフアンドエイノンウーブンズ」へ商号変更

×



サーキュラーエコノミー実現に向けて

41

近年、繊維産業においてはエネルギーや水等の使用による環境負荷が大きい、との指摘があり、特に、資源循環を

含む環境への取組みについて投資家や生活者からの関心が高まっています。そのような中、ニッケグループでは衣料

繊維や産業機材の事業領域で、サーキュラーエコノミーの実現に向けた様々な取り組みに力を入れています。

循環型社会に向けた廃棄ゼロへの取り組み

卒業生の制服を回収して再生させる、
服から服への「循環型学生服」実証事業

古着を再原料化し自動車用部材に使用

本格稼働：2025年初頭頃

生産量：約10倍

自動除去
設備導入

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス



当社は、2023年7月13日開催の取締役会で決議した会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用

される同法第156条の規定に基づく、自己株式の取得について、下記の通り実施しました。また同取締役会で決

議した会社法第178条の規定に基づく、自己株式の消却について、下記の通り実施しました。

自己株式の取得終了と消却実施

42

１. 2023年7月13日開催の取締役会の決議内容 （概要）
（１）取得する株式の種類 当社普通株式
（２）取得する株式の総数  200万株（上限）※１
（３）株式取得価額の総額  24億円（上限）

２．上記取締役会決議に基づき取得した自己株式の累計
（１）取得した株式の総数  1,837,200株
（２）株式の取得価額の総額  2,399,904,600円 

Ⅰ. 自己株式の取得

Ⅱ. 自己株式の消却

１．消却した株式の種類  当社普通株式
２．消却した株式の総数 2,200,000株
３．消却日 2023年12月28日

※１ 2023年12月28日の自己株式消却前の発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合：2.83％ 

183.7万株の自己株式取得と220万株の自己株式消却を実施

2023年11月期
実績

2024年11月期
業績予想

RN130第3次中計
（概要）

株主還元 トピックス
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６.参考資料



44

ニッケグループの歩み 価値転換の歴史



ニッケグループでは４つのマテリアリティを特定し、各々の対応方針を定めた上で事業を推進していきます。

ニッケグループのマテリアリティ

45



46

羊毛原料相場・為替相場の推移について

AUC￠/kg 円/US$

EMI（豪州羊毛東部市場価格指標）推移

※羊毛原料：衣料繊維事業の主原料として使用



株価チャート 期間：2022/12/1～2023/11/30（直近1年）

47



48

 本資料中の業績予想、見通しおよび事業計画に関する記述等は、本決算発表
日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、記載された将来の業
績を保証するものではありません。

本資料の取り扱いについて
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